
 

       

        平成28年４月14日

各  位 

 

上場会社名   中央魚類株式会社

代表者名   取締役会長  伊藤 裕康

（コード番号 8030 東証第二部）

問合せ先責任者  取締役経理部部長  伊妻 正博

（ＴＥＬ．03－3541－2500）

 

（訂正）「平成26年３月期第１四半期決算短信［日本基準］（連結）」の一部訂正について 

 

 当社は、平成25年７月30日に開示いたしました表記開示資料について、一部訂正を行いましたのでお知らせいたしま

す。 

 

１．訂正内容と理由 

 訂正内容と理由につきましては、平成28年４月14日付「過年度の決算短信等の訂正並びに有価証券報告書等の訂正

報告書の提出に関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。 

 

２．訂正箇所 

 訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、訂正箇所を含め訂正後の

み全文を記載しております。 

 

以  上

 



  （訂正後） 
 

 

平成26年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成25年７月30日 

上場会社名 中央魚類株式会社 上場取引所  東 

コード番号 8030 ＵＲＬ  http://www.marunaka-net.co.jp/ 

代表者 （役職名） 取締役会長 （氏名）伊藤 裕康 

問合せ先責任者 （役職名） 取締役経理部部長 （氏名）伊妻 正博 ＴＥＬ  03－3541－2500 

四半期報告書提出予定日 平成25年８月13日    

配当支払開始予定日 －    

四半期決算補足説明資料作成の有無：無  

四半期決算説明会開催の有無      ：無  

 

  （百万円未満切捨て） 

１．平成26年３月期第１四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

26年３月期第１四半期 41,741 6.0 308 △23.8 450 △19.4 394 △4.5 

25年３月期第１四半期 39,395 △6.9 404 353.1 559 149.1 412 － 
 
（注）包括利益 26年３月期第１四半期 715 百万円 （－％）   25年３月期第１四半期 49 百万円 （△75.9％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

26年３月期第１四半期 9.61 － 

25年３月期第１四半期 10.06 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

26年３月期第１四半期 48,127 21,548 39.0 457.15 

25年３月期 45,308 21,139 40.4 446.49 
 
（参考）自己資本 26年３月期第１四半期 18,754 百万円   25年３月期 18,317 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
25年３月期 － － － 5.50 5.50 
26年３月期 －         
26年３月期（予想）   － － 6.00 6.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 172,000 4.4 700 △39.8 1,100 △25.9 700 460.0 17.06 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規  １社  （社名）株式会社せんにち、除外  １社  （社名）恵光水産株式会社 

（注）詳細は、添付資料２ペ－ジ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （１）当四半期連結累計期間

における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

（注）詳細は、添付資料２ペ－ジ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の

作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年３月期１Ｑ 43,153,000 株 25年３月期 43,153,000 株 

②  期末自己株式数 26年３月期１Ｑ 2,127,883 株 25年３月期 2,127,631 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期１Ｑ 41,025,131 株 25年３月期１Ｑ 41,026,965 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュ－手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュ－手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ペ－ジ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

     当第１四半期連結累計期間における国内経済は、政府による大胆な金融緩和により円安が進み輸出が持ち直した

  ことや、緊急経済対策の実施で公共投資が増加したなどの要因で景気が押し上がる展開となりました。期中、円相

  場の反発や株価が乱高下する場面があったものの全般的に景気回復マインドが改善されました。

   しかしながら、所得環境が依然として厳しいことなどから生活防衛型消費が継続したため水産物の消費動向は伸

   び悩み、水産業界としては景気回復を実感するには至りませんでした。

        当社グループが主力事業を展開する水産物卸売市場業界においては、円安で先高感のある輸入冷凍品の荷動きが

      改善したことなどにより４－５月の取引状況はおおむね堅調のうちに推移いたしましたが、６月は陰りがみられ販

      売が鈍化いたしました。

  このような状況のもと、当社グループの売上高は41,741百万円（前年同期比6.0%増）となりましたが、子会社・

株式会社せんにちの設立や貸倒引当金繰入額戻入の減少等による経費増により、営業利益は308百万円（前年同期

比23.8%減）、経常利益は450百万円（前年同期比19.4%減）となりました。四半期純利益は関係会社株式売却益等

の計上により394百万円（前年同期比4.5%減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

  当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、商品等の減少はありましたが、株式会社せんにちを連結の範囲に含

めたことにより売上債権等が増加、さらに、冷蔵倉庫事業の設備投資等もあり、有形固定資産等が増加し、前期末

に比べ2,819百万円増の48,127百万円となりました。負債合計につきましても、株式会社せんにちを連結に含めた

ことにより仕入債務等の増加があり、前期末比2,409百万円増の26,579百万円となりました。純資産合計は、前期

末に比べ409百万円増加し、21,548百万円となりました。これは主に利益剰余金、その他有価証券評価差額金の増

加によるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成25年5月14日の「平成25年3月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結

業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

  当第１四半期連結会計期間より、株式会社せんにちの株式を新たに取得したことにより、連結の範囲に含めてお

ります。また、当第1四半期連結会計期間において、恵光水産株式会社の株式を一部売却したことにより、持分比

率が低下したため、連結の範囲から除外しております。平成25年6月30日をみなし売却日としたため、当第1四半期

連結累計期間の恵光水産株式会社の損益計算書については連結をしており、貸借対照表については連結しておりま

せん。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

  税金費用については当第1四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法

人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成25年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,135 4,437

受取手形及び売掛金 10,291 11,669

前渡金 32 209

商品 7,166 5,877

原材料及び貯蔵品 6 20

預け金 988 1,055

その他 863 1,493 

貸倒引当金 △743 △732

流動資産合計 23,740 24,030 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 5,237 6,129

土地 3,967 4,177

その他（純額） 2,527 2,866

有形固定資産合計 11,732 13,172

無形固定資産    

のれん － 646

その他 2,371 2,381

無形固定資産合計 2,371 3,027

投資その他の資産    

投資有価証券 5,215 5,615

長期貸付金 1,592 1,604

繰延税金資産 212 193

その他 808 831

貸倒引当金 △364 △347

投資その他の資産合計 7,464 7,897

固定資産合計 21,567 24,097

資産合計 45,308 48,127 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成25年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,094 10,399 

短期借入金 7,480 7,516

1年内返済予定の長期借入金 138 592

未払法人税等 107 144

引当金 219 79

その他 1,540 1,481

流動負債合計 17,581 20,213 

固定負債    

長期借入金 3,126 2,938

長期未払金 280 280

繰延税金負債 693 686

退職給付引当金 1,343 1,362

役員退職慰労引当金 34 32

本社移転損失引当金 288 288

負ののれん 125 －

その他 696 777

固定負債合計 6,588 6,365

負債合計 24,169 26,579 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,995 2,995

資本剰余金 1,342 1,341

利益剰余金 13,366 13,536 

自己株式 △402 △402

株主資本合計 17,303 17,470 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,014 1,283

その他の包括利益累計額合計 1,014 1,283

少数株主持分 2,821 2,794 

純資産合計 21,139 21,548 

負債純資産合計 45,308 48,127 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 39,395 41,741 

売上原価 37,139 39,317 

売上総利益 2,255 2,424 

販売費及び一般管理費 1,850 2,115 

営業利益 404 308 

営業外収益    

受取利息 9 43 

受取配当金 79 52 

その他 77 74 

営業外収益合計 165 170 

営業外費用    

支払利息 10 26 

その他 0 1 

営業外費用合計 10 28 

経常利益 559 450 

特別利益    

受取賠償金 13 3 

関係会社株式売却益 － 63 

建替え損失引当金戻入額 － 6 

投資有価証券売却益 － 8 

特別利益合計 13 81 

特別損失    

投資有価証券売却損 1 － 

退職特別加算金 5 － 

その他 1 － 

特別損失合計 8 － 

税金等調整前四半期純利益 563 532 

法人税等 118 95 

少数株主損益調整前四半期純利益 445 436 

少数株主利益 32 42 

四半期純利益 412 394 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 445 436 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △396 276 

持分法適用会社に対する持分相当額 － 1 

その他の包括利益合計 △396 278 

四半期包括利益 49 715 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 16 663 

少数株主に係る四半期包括利益 32 51 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。
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